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立ち上がりを
自己心拍または体動（＊）と
誤検出する

立ち上がりを
自己心拍または体動（＊）と
誤検出する

●X線条件：60～140kv、100～400mA程度

●3回撮影した例

●パルス透視の場合

約10～50mS

2～30mS

0.3～1.0s程度

これ以上の強度の場合、
誤動作する可能性がある。

これ以上の強度の場合、
誤動作する可能性がある。

照射角度や
体厚による減衰量

照射される合計時間が長いと、ペースメーカ
全体がリセットされる可能性がある。（＊＊）

パルス状のX線照射

ペースメーカ出力波形

立ち上がりを
自己心拍または体動（＊）と
誤検出する

照射角度や
体厚による減衰量

時間

＊ペースメーカ/ICDの機種によっては現象が発生する場合があります。　　＊＊ペースメーカの機種によっては現象が発生する場合があります。
（注意）X線条件、時間等は目安です。

●X線条件：65～100kv、0.8～2mA程度

X線撮影時のX線強度の変化
●X線条件：120kv、200mA程度

X線CT装置によるCT撮影（連続スキャン）時のX線強度の変化

X線パルス透視時のX線強度の変化

撮影時の条件により、ペースメー
カ/ICDが誤動作する。この例で
は、1回目の撮影条件でのみ、誤
動作する可能性がある。

なお、X線発生装置の出力は
一定であるが、照射方向により
見かけ上の人体の厚みが変化
するためペースメーカ等本体へ
のX線の照射強度は、左図のよ
うに変化する。

透視時の条件により、ペースメー
カ/ICDが誤動作する。この例で
は、最初の4回の撮影条件での
み、誤動作する可能性がある。

なお、X線発生装置の出力は一
定であるが、照射方向により見
かけ上の人体の厚みが変化する
ためペースメーカ等本体へのX
線の照射強度は、左図のように
変化する。

この図はオーバーセンシングでペーシングが
抑制されるイメージを示すものです。

X線CT装置による撮影では、X
線の出力が強いためペースメー
カ/ICDが誤動作する可能性が
ある。

なお、X線発生装置の出力は一定
であるが、X線管が人体の周囲を
回転することにより、人体の見か
け上の厚みが変化するためペース
メーカ等本体へのX線の照射強
度は、左図のように変化する。
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X線出力

ペースメーカ
出力波形

これ以上の強度の場合、
誤動作する可能性がある。

出力波形がなくなり、
ペーシングが抑制されている。



＊ペースメーカ/ICDの機種によっては現象が発生する場合があります。
＊＊ペースメーカの機種によっては現象が発生する場合があります。

X線装置/X線CT装置 ペースメーカ/ICD 現象

（間欠的な）連続X線照射
“断続的なパルス透視、X線撮影”

ノイズを自己心拍として誤検出
するとオーバーセンシング

ノイズを人体が動いている
ものとして検出すると体動誤検出（＊）

1 X線が照射されている間
ぺーシングが抑制される。

2 ICDの場合
ショック治療が発生する可能性がある。

X線の照射が止まっても
しばらくオーバーペーシングとなる。

1 X線が照射されている間
ぺーシングが抑制される。

2 ICDの場合
ショック治療が発生する可能性がある。

特定の設定値で動作する。

ノイズを自己心拍として誤検出
するとオーバーセンシング

（切れ目のない）連続X線照射
“X線CT等”

患者ごとの個人設定値が
リセットされる。（＊＊）


